
 

 

 

ロボット化可能な作業 ロボットの適用方法 
ロボット導入の効果最大
化のための調査・検証 

IoTの必要性 

材料の搬入・搬出 
自動化ロボットアームを使
用して、材料を旋盤にセッ
トし、加工後に取り出す。 

材料の種類、サイズ、重量
を調査し、ロボットアームの
能力（リーチ、持ち上げ能
力など）に合わせる。 

材料の在庫管理、搬入・
搬出のタイミングを最適化
するために、IoT を用いた
在庫管理システムが必要。 

加工工程の自動化 

CNC（コンピュータ数値
制御）旋盤を使用し、プロ
グラムに従って自動で加工
を行う。 

加工プロセスの詳細（加
工速度、工具の種類、加
工パターンなど）を調査
し、ロボットのプログラミング
に反映させる。 

加工データの収集・分析に
IoT デバイスを使用し、加
工プロセスの最適化や異
常検知に活用。 

品質検査 

画像認識技術を搭載した
ロボットを使用して、加工
品の品質検査を自動化す
る。 

加工品の品質基準を明確
にし、検査ロボットが識別で
きるようにするための画像デ
ータを収集・分析する。 

加工品の品質データをリア
ルタイムで収集・分析し、
品質管理の自動化に IoT
技術を活用。 

メンテナンス・トラブルシュー
ティング 

予測保全を実現するため
に、機械の稼働データを収
集し、故障予測モデルを用
いてメンテナンスの最適な
タイミングを予測する。 

旋盤の稼働データ（振
動、温度など）を収集し、
故障の兆候を早期に検知
するためのモデルを構築す
る。 

機械の稼働データをリアル
タイムで収集・分析するた
めに、IoT センサーとデータ
収集システムが必要。 

ロボット導入の効果を最大化するためには、現状の作業プロセスを詳細に調査・検証し、どの作業をロボット化することで最
大の効果が得られるかを特定する必要があります。また、IoT技術を活用して、作業プロセスのデータを収集・分析し、ロボ
ット化による改善点を明確にすることが重要です。これにより、ロボット導入後のプロセスの最適化、品質向上、メンテナンス
の効率化など、さまざまな面での効果を最大化できます。 

 


